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愛川町議会「従来型(紙)健康保険証の存続を求める意見書」提出!! 
9 月 15日、愛川町議会は、保険医協会と神奈川土建が

提出した「現行の（紙の）健康保険証の存続を求める陳情」

を採択し、国にたいし意見書を提出しました。陳情にもと

づくすばらしい内容の意見書です。 

愛川町議会は定数 15。議長を除く陳情の賛成者は 8人

（日本共産党 3、あすかみらい 3、令和あいかわ 1、無所

属 1）で、反対者は 6人（公明党 3、令和あいかわ 2、無

所属1）でした。6月の座間市議会での陳情採択、意見書

提出に続く大きな前進です。 

葉山町と南足柄市では、「現行の（紙の）健康保険証の

存続を求める陳情」が委員会採択されました。採択する本

会議は、南足柄市が 10月 3日 9:00～、葉山町が 10月 12

日10:00～です。また、清川村議会では、保険医協会と神

奈川土建が提出した陳情が「趣旨了承」として採択されま

した（ただし意見書は提出していません）。 

神奈川県・市町村の9月議会に、「現行の保険証の存続」

を求める意見書提出の請願・陳情は、保険医協会、建設労

連・神奈川土建が全市町村に提出、地域社保協や地域の各

団体が各市町村に提出しました。茅ヶ崎市、大磯町では委

員会採決が賛否同数で、委員長決済で否決になるなどあと

一歩という状況です。12月議会で採択されるようさらに取り組みを強めていきましょう。 

市町村国保担当課との懇談、10 月に連続的に開催！！ 
2024年度は、国民健康保険の運営方針の改定年で、神奈川県と各市町村は国保運営方針の策定中です。①運営方

針の策定と来年度の保険料（税）算定について、②2024 年秋に「健康保険証廃止」しマイナ保険証に切り替える法

案が国会で成立したことから今後の影響

と対応・対策について、各市町村の国保

担当課と懇談します。 

8月に 4市と懇談し、10月は右表のよ

うに、現在16市町との懇談日程が決まっ

ています。 

すべての市町村との懇談を実現したい

と考えていますので、残りの13市町村と

の懇談日程を決めていきます。 

各組織、地域から参加をお願いします。

参加できる方は、懇談時間の30分前に役

場・市役所ロビー集合でお願いします。 
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朝日訴訟のたたかいの歴史から学ぶ 

神奈川から20人ZOOM参加！！  
9月16～17日、「権利はたたかう者の手にある」“朝日訴訟の精神をあらためて学び、くらしにいかそう”第50回

中央社保学校が、岡山県会場と全国をオンラインで結び開催されました。現地岡山県と全国から435人参加し、神

奈川からは、横浜と川崎で集団視聴会場を準備するなどし、20人が参加しました。 

「生活保護引き下げ違憲訴訟」朝日訴訟のたたかいの歴史から何を学ぶか!？ 

記念講演は、「生活保護引き下げ違憲訴訟」－朝日訴

訟のたたかいの歴史から何を学ぶか―をテーマに、

NPO 法人朝日訴訟の会・会長則武透弁護士が講演しま

した。 

則武氏は、①生存権思想の源流は自由民権運動にあ

ること、②日本国憲法の制定過程と生存権規定、③「押

し付け憲法の欺瞞性」、④朝日訴訟のたたかいの意義に

ついて、歴史的資料を紐解きながら詳細に述べました。  

この中で、憲法第25条の生存権の源流は、思想家で

ある植木枝盛が展開した自由民権運動にあることに言及。明治憲法のもとで、植木が唱えた「貧民論」（1985 年 9

月）は、「貧民であるのは社会的原因に起因するものであって、個人の無知や怠情によるものではない。政治的権利

においてもいささかも差別されてはならない」とし、源流であることを指摘した。この思想や運動が、戦後日本国

憲法の制定過程にも反映され、憲法研究会の創設者（メンバーは鈴木安蔵・森戸辰男など 7名）に受け継がれ、そ

の後「憲法草案要綱」（1946 年 9 月）に影響を与えたことに触れました。この思想がさらに発展し、社会党の憲法

修正案では「すべて国民は、健康で文化的な最少限度の生活を営む権利を有する」ことを明記し、日本国憲法の第

25条として成文化されたことを強調しました。 

また、朝日訴訟のたたかいの意義では、朝日茂さんの人権としての生活保障をもとめてたたかった先駆性と、医

師、看護師、調理師、社会学者、ソーシャルワーカーなどの様々な専門化と協力し、証人としても参加し、活気的

な東京地裁浅沼判決に反映されたことを強調しました。この浅沼判決は、今日の「いのちのとりで訴訟」での各種

地裁判決にうけつがれていることもふれました。 

「現憲法の成立過程と生存権既定の歴史的経過、朝日訴訟の歴史的手・画期的な意義、この2つとも現在の生存

権裁判に引き継がれていること、ダイナミックでわかりやすいお話しでした。Ｇｏｏｄ！」との感想が寄せられて

います。 

尊い人権闘争の前進⇒全国で「生活保護引き下げ違憲訴訟」で勝利する！！ 
記念講演のあと、①「マイナンバーカードの備前市のたたかい」・②「新型コロナ感染拡大第8波緊急アンケート

結果」③「名古屋市の国保改善運動」④「新型コロナ5類以降の保健所の現状について」特別報告がありました。 

「備前市での万ナンバーカード保有による差別には、市民から5万筆署名を実現した運動にすごいと感じ、広範な

市民運動が実り、撤回を市長が判断せざるを得ない状況に追い込んだ努力に感銘した」。「名古屋市の国保改善運動

については、非常に参考になった」との感想が寄せられています。 

2 日目は、社会保障入門～社会保障入門テキストの作成過程の紹介について、村田隆史（京都府立大学教授）が

講演しました。「社会保障運動での世代間ギャップは私も感じています。現代にあった戦略が必要だと思いました」

との感想が寄せられています。 

午後、シンポジウム「生活保護基準引き下げ違憲訴訟では何が問われているか」が開催され、活発な意見交換が

行われました。生活保護の定義について、「ただ腹いっぱい食べたから貧困ではない」ということではなく、人間的

な生活ができること、健康で文化的な生活ができる水準が求められていることが強調されました。 

2 日間をとおして、現地岡山の朝日訴訟を学び、いまたたかわれている全国の「生活保護引き下げ違憲訴訟」で

の勝利を勝ち取っていく、尊い人権闘争の前進を誓い合う社会保障学校でした。 

中央社会保障学校 
from 岡山 

横浜会場 
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◆10月26日（木）15:00～17:00神商連会議室で「第1回かながわ社会保障入門講座」を開催します。曽根貴子さん（全
国保険医団体連合会）に、テーマ「社会保障とわたしたちの生活サイクル」としてお話していただきます。     
参加費は500円（テキスト代別途1冊500円）。積極的なご参加御願いします。 

◆11月11日（金）10:00～17:00「介護・認知症なんでも無料電話相談」を実施します。介護事業に携わるケアマネージ
ャー、ソーシャルワーカーが対応します。介護にかわる相談、なんでも受け付けます。 

神奈川民医連は、9月7日に介護保険制度の改善、介護従

事者の処遇改善を求めて、神奈川県知事に要請を行いまし

た。介護保険制度の改善を求めた県からの回答は「国の議

論を見守っていく」と自治体の役割・責任として、県民を

守る意識の低さを感じる発言があり、「県として実態をつか

んで国に対して意見を言っていくのが自治体の役割ではな

いか」と強く求めました。 

また、新聞記事をもとに全国にある社協で、運営する訪

問介護事業所が過去5年間で約220ヶ所、廃止や休止がさ

れていて、神奈川県でも、5か所も減少していることを示し

ました。一つの原因としてケアマネやヘルパーの介護人材

不足であること、介護報酬の低さによる低賃金の実態があ

る事です。介護職員の処遇改善は、喫緊の課題であること

を県としても要望していく事を求めました。 

神奈川県では65歳以上の障害者に対して一律に介護保険サービスを優先的に利用するものではなく、申請者の

個別の状況に応じ、介護保険サービスと障害福祉サービスを受けることが可能としています。その姿勢を堅持して

いく事も求め、県として「各自治体に柔軟性を持った対応をすることを指導している」との回答がありました。 

今後、介護福祉員会として各法人と協力して同様の要請行動を行っていきます。皆さんも、ぜひご参加くださ

い。＜神奈川民医連・介護ウェーブ推進ニュースより転載＞ 

「今ある保険証残して」の願い 川崎市議会に陳情！！  
「従来型（紙）健康保険証存続を求める意見書提出」の陳情―団体署名１１４筆を携え 

 9月5日、川崎市社保協は、今ある健康保険証の存続を求めて、国に対し

意見書の提出を求める陳情を行いました。 これは、8月2日に川崎市社保

協が緊急幹事会を開催し、川崎市に意見書求めて陳情しようとなり、検討

して決定した もの。その後、約 1 か月の取り組みで 114 筆の団体署名が

集まり陳情書の提出となりました。また、その後も集まった団体署名を合

わせると、現在は131筆の団体署名となっています。これは、過去最高の

団体署名数を更新し続けています。このことは、市民の「マイナ保険証」

に対しての不安・不信の表れであり、社保協としてのこの間の宣伝行動の

結果を示すものです。 川崎市議会には他にも保険医協会、建設労連、ユー

コープ労組からも同趣旨の陳情が出されています。この陳情の審議は未定ですが「9月議会中には行われます」。改

めて審議日程がわかり次第皆さんにお知らせし傍聴して、成り行きを見守るだけでなく今後の取り組みにも生かし

ていきたいと思います。＜川崎市社保協ニュースより転載＞ 

 

9 月 7 日神奈川県知事要請行動 

介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求める要請 
介護する人・受ける人がともに大切にされる介護保険制度へ

要請書を渡す介護福祉委員会川瀬委員長（社福うしおだ） 

神奈川民医連 

お知らせ 
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